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「グローバルサイエンスキャンパス」 
令和３年度採択機関の決定について 

 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、「グローバルサイエンスキャンパス（ＧＳＣ）」にお

ける令和３年度採択機関を決定しました（別紙１）。  

グローバルサイエンスキャンパスは、将来グローバルに活躍し得る傑出した科学技術

人材を育成することを目的とした事業です。具体的には、地域で卓越した意欲・能力を

持つ高校生などを募集・選抜し、国際的な活動を含む高度で体系的な理数教育プログラ

ムを開発・実施する機関の企画を支援します。実施に当たっては、都道府県教育委員会

または政令指定都市教育委員会などと連携し、地域の才能育成拠点としてコンソーシア

ム（推進協議会）を組織し、地域ぐるみで生徒の才能育成に取り組みます。 

支援期間は最大４年間、支援金額（上限）は１年当たり３，０００万円です。 

本年度の公募は、令和３年１月１９日（火）から３月２日（火）の期間に行い、３件

の応募がありました。その後、外部有識者で構成される委員会（別紙２）にて審査し、

その結果をもとに２件の機関を決定しました。これにより、令和３年度の実施機関は  

１４機関（ＧＳＣ「情報科学の達人」育成官民協働プログラムを含む）となります。 

 

なお、事業の詳細については下記のホームページを参照してください。 

ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/cpse/gsc/ 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：「グローバルサイエンスキャンパス」令和３年度採択機関・企画一覧 

別紙２：「グローバルサイエンスキャンパス」推進委員会 委員一覧 

参 考：「グローバルサイエンスキャンパス」令和３年度募集の概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 理数学習推進部 能力伸長グループ 

〒332-0012 埼玉県川口市本町４丁目１－８ 川口センタービル 

小泉 輝武（コイズミ テルタケ） 

Tel：048-226-5669 Fax：048-226-5684 

E-mail：gsc[at]jst.go.jp 

※お問い合わせは電子メールでお願いします。 
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「グローバルサイエンスキャンパス」 

令和３年度採択機関・企画一覧 

 

機関名 
企画概要 

企画名 

名古屋大学 近年、博士号取得者が減少し、わが国の科学技術の将来が大
変危惧されている。ここでは深い専門性に加えて、俯瞰力と問
題解決能力をもって、広く国際社会で活躍できる博士人材の育
成が重要で、高校－大学－大学院－社会と続く人材育成プロセ
スにおいても、これに向けた取り組みが必要である。 

本企画は、第１期において確立した、「講義」「先端研究」
「英語での研究発表」からなる３ステージにおいて段階的に選
抜・評価を行うシステムを基盤としながら、未来の日本を背負
う博士人材育成につながる内容を充実させた。すなわち、リベ
ラルアーツ教育によって科学の使命や位置付けへの理解を深め
る一方、新たにアントレプレナーシップ教育を導入して起業家
精神を育成する。また、メインである第２ステージの先端研究
では、本学の大学１年生対象の実験を体験した後に専門研究室
に配属することにより、背伸びすることなく先端研究に参加で
きるように配慮するほか、第３ステージでは米国ノースカロラ
イナに拠点を置く本学ＮＵ Ｔｅｃｈを活用し、現地の大学や企
業訪問とともに、米国のトップ高校生と交流・切磋琢磨する機
会を与える。併せて、ポストコロナに資するＥｄ Ｔｅｃｈ（エ
デュケーションテクノロジー）を活用した効果的な指導方法を
整備する。 

名大 ＭＩＲＡＩ Ｇ
ＳＣ：未来の博士人
材育成プログラム 

神戸大学 
理工系部門を擁する地域の中核大学と国際的研究機関などが

連携し、探求的活動への強い意欲と高い資質を備えた高校生な
どを発掘し、将来国際的に活躍する科学者・技術者を目指して
その能力を飛躍的に高める。特に、研究活動で出合う障害や困
難を“越える”力を育むことを重視する。基礎ステージでは、
科学の諸領域の先端研究に触れつつその基礎にある考え方を学
ぶことで、自らが課題を発見し、科学の知の体系の中での位置
付けを意識しながら研究のデザインに取り組むとともに、国際
コミュニケーション力を高める。実践ステージでは、基礎ステ
ージ生の中から選抜された受講生が、大学の研究室などで指
導・助言を受けながら研究を行い、学会や学術誌などの場での
成果発表を目指す。 

“越える”力を育む
国際的科学技術人材
育成プログラム 

別紙１ 
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「グローバルサイエンスキャンパス」推進委員会 

委員一覧 

 

役割 氏名 所属 

委員長 大路 樹生 名古屋大学 博物館 教授 

副委員長 隅田 学 愛媛大学 教育学部 教授 

委員 伊藤 哲史 京都大学 大学院理学研究科 准教授 

委員 瓜谷 輝之 
株式会社日本ＨＰ 経営企画本部 政府・公共渉外 

統括部長 

委員 大倉 典子 芝浦工業大学 ＳＩＴ総合研究所 特任教授 

委員 西嶋 美保子 
アドビ株式会社 法務・政策渉外本部 

政策渉外担当シニアマネージャー 

委員 西本 昌司 愛知大学 法学部 教授 

委員 野村 和弘 河原学園 未来高等学校 校長 

委員 福田 公子 東京都立大学 理学研究科 准教授 

（委員は五十音順） 

（所属、役職は令和３年４月１４日時点） 

※所属機関から応募があった委員は、当該応募の審査・選定には一切関与していない。 

別紙２ 
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「グローバルサイエンスキャンパス」 

令和３年度募集の概要 

 

１．趣旨 

「グローバルサイエンスキャンパス」（以下、「本事業」という。）は、将来グローバル

に活躍し得る次世代の傑出した科学技術人材を育成するため、地域で卓越した意欲・能

力を持つ生徒の幅広い発掘と選抜者の年間を通じた高度で実践的な育成を行い、将来有

為な国際的科学技術人材として必要な能力を獲得させ、その意欲・能力をさらに伸ばし

ていくことを主眼としています。これに加え、本事業の中で開発された人材育成手法に

ついて、継続的な成果の把握、改善を通して実効性向上を図るとともに、広く普及させ

ることで社会全体への効果の還元も目的としています。 

 

 

 

２．概要 

将来グローバルに活躍し得る高度な科学的探究能力を持つ生徒を育成するため、地域

で卓越した意欲・能力を持つ高校生などを募集・選抜し、選抜を通過した生徒（以下、

「受講生」という。）に対して高度で体系的な理数教育プログラムの開発・実施などを

行います。実施に当たっては、大学を中心としたコンソーシアム（推進協議会）を組織

し、地域を挙げて効率的・効果的に受講生の発掘・選抜などを行うこととします。 

 

３．実施機関（応募できる機関） 

全国の国公私立大学（短期大学を除く）、大学共同利用機関および国立研究開発法人 

 

４．支援対象期間 

令和７年３月３１日までの最大４年度間 

参考 
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５．採択数・実施規模（１機関当たりの支援上限額と新規受講生数） 

採択数２件程度（３，０００万円／年度、５０名程度／年度） 

 

６．募集期間 

令和３年１月１９日（火）～令和３年３月２日（火） 

 

７．詳細について 

募集の詳細については、下記のホームページを参照してください。 

ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/cpse/gsc/ 

以上 

 


